
思い出サンタ
プロジェクト
「お菓子の家」

子どもたちへ

「思い出」というクリスマスプレゼント

を届けよう

イラスト：森下



プロジェクト詳細

展示場所 ▶ 大分市 祝祭の広場（大分市府内町1丁目１－１）

展示期間 ▶ 12月7日（土）～12月25日（水）

【設営：撤収は、開催期間前後3日づつ】

お菓子の家」サイズ ▶ 高さ3.0ｍ×幅2.4m×奥行2.4m

イベント日程 ▶ お披露目式典 12月7日（土）18：00～19：00

子どもたちへお菓子の家とお菓子のイベント

12月21日（土）11：00～16：00





お菓子の家イメージ図

イベントの日には壁に実際に食べられるお菓子がいっぱい



お菓子の家外側の壁：

お菓子のモチーフを貼る

（左の菓子は、手作りのレプリカ）

お菓子の家の内側の壁：

１５５×２１０（ｍｍ）の

ボックスを貼りお菓子を入れる



「なんとかしてあげたい」想いとはうらはらに、毎日、毎週、毎月の定期的な活動はなかなか難しいのが現実。

そこで、年に一度だけでも、私たちが子どもたちに「何かしてあげられること」

子どもたちにとって一大行事の１日に、思い出を残してあげること

お菓子の家へご招待

大人たちから想われている・見守られているという安心感を感じてもらうことが、
愛情豊かな大人への成長につながると思っています。

子どもを守り育てるのは親だけでなく地域の人たち
子どもたちが夢や自信をもって成長できる地域になるように、

「大分の子どもは大分の大人が育てる」という共通意識を広げ
個人・企業・行政が子どもたちを見守り育てる取り組みの基盤づくりの一助となるように活動します。

思い出サンタプロジェクト「お菓子の家」を通じて

一緒に愛情を注ぐ
お手伝いをしてください



思い出サンタプロジェクト「お菓子の家」とは

「大分の子どもは大分の大人が育てる」
という趣旨のもと、大分の将来を担う全ての子どもたちとそれを支える市民とのふれあいの場を創造するため、

郷里大分への愛着づくりの一環として

子どもたちの思い出になるようなイベントを行いたいという有志の想いからスタート。

「お菓子の家」を制作。展示期間中は「お菓子の家」の中に誰もが出入りできます。

イベントの日には「お菓子の家」に実際に食べられるような仕掛けを制作します。

子どもたちが集まるグループや施設を利用している家庭の子どもたちを中心に

このイベントへご招待し、楽しい思い出の1ページをプレゼントします。
もちろん当日イベントへの一般来場者の子どもたちの参加も可。

今回の取り組み
スローガン



プロジェクトのねらい
近年子どもの貧困や児童虐待など

子どもを取り巻く環境が社会問題化
しかし、その実態についてはあまり把握されていません。

このプロジェクトで個人や企業の方々と共に

みんなで協働し制作する「お菓子の家」を通し、

参加者に寂しい想いを抱く子どもたちの現状と

その過程を支える地域の支援者の実状に理解関心を持ってもらいたいのです。

それぞれが「自分たちでできる子どもへの支援は何か？」考え行動につながり、

次世代の子どもたちへの継続的な支援を行う市民や支援者の拡大を目標とします。


